
永冨議長が、開会に当たっての主催者挨拶をおこないました 

                     

             

               

                             

                            
 

 

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
永
冨
議

長
は
、
「
地
区
労
連
は
、
こ
の
一
年
、

北
九
州
地
区
の
労
働
者
の
権
利
を
守

る
た
め
に
み
な
さ
ん
と
と
も
に
奮
闘

し
て
き
ま
し
た
。
（
中
略
）
安
倍
政
権

を
退
陣
に
追
い
込
み
、
労
働
者
の
要
求

を
前
進
さ
せ
、
安
心
し
て
く
ら
せ
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
み
な
さ
ん
と
と

も
に
奮
闘
す
る
決
意
を
表
明
し
、
ご
あ

い
さ
つ
と
し
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
、
福
岡
県
労
連
、
北
九

州
第
一
法
律
事
務
所
、
国
労
北
九
州
地

区
本
部
、
北
九
州
労
健
連
、
北
九
州
市

民
の
会
、
北
九
州
共
闘
、
日
本
共
産
党
、

人
権
連
、
労
働
者
支
援
事
務
所
な
ど
か

ら
２
６
人
が
参
加
し
、
代
表
者
か
ら
あ

い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。
議
案
の
提
案

は
、
経
過
報
告
は
堀
田
事
務
局
長
、
運

動
方
針
（
案
）
は
中
山
副
議
長
が
提
案

し
、
財
政
関
係
に
つ
い
て
は
永
吉
事
務

局
次
長
が
提
案
し
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
、
再
開
し
た
議
事
の
冒
頭

に
争
議
団
共
闘
会
議
中
村
議
長
か
ら

北
九
州
で
た
た
か
わ
れ
て
い
る
争
議

の
紹
介
が
あ
り
、
（
株
）
ビ
ナ
ン
の
パ

ワ
ハ
ラ
・
仕
事
の
取
り
上
げ
、
北
九
州

駅
弁
当
（
株
）
の
退
職
金
分
割
支
給
問

題
で
た
た
か
っ
て
い
る
２
人
に
対
す

る
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争

団
の
榊
原
さ
ん
か
ら
は
、
会
社
側
か
ら

争
議
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
を
行

な
い
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
現
在

話
し
合
い
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を

報
告
し
大
き
な
激
励
の
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。 

 

幹
事
会
が
提
案
し
た
議
案
に
つ
い

て
１
２
人
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
発
言
を
受
け
て
の
幹
事
会

答
弁
の
あ
と
、
第
１
号
議
案
２
０
１
７

年
経
過
報
告
、
第
２
号
議
案
２
０
１
７

年
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
拍
手
で
採

択
、
第
３
号
議
案
２
０
１
８
年
度
運
動

方
針
（
案
）
、
第
４
号
議
案
２
０
１
８

年
秋
季
年
末
闘
争
方
針
（
案
）
、
第
５

号
議
案
２
０
１
８
年
度
予
算
（
案
）
は
、

挙
手
に
よ
る
採
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）
大
会
宣

言
（
案
）
特
別
決
議
（
案
）
も
拍
手
で

採
択
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
１
８
年
度
の
役
員
選
挙
は
、
す

べ
て
の
役
職
に
つ
い
て
定
数
内
の
立

候
補
で
、
信
任
投
票
が
行
わ
れ
、
投
票

総
数
５
１
票
で
、
開
票
の
結
果
候
補
者

全
員
が
圧
倒
的
多
数
で
信
任
さ
れ
ま

し
た
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
今
定
期
大
会

で
決
定
し
た
方
針
の
も
と
、
安
倍
自
・

公
政
権
の
暴
走
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
労
働

者
・
国
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
め
ざ
し
、
全
力
を
あ
げ
て
奮
闘

す
る
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。 
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雨
あ
が
り 

 

先
日
山
口
ゆ
め
花
博
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
駐
車
場
の
広

さ
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
る
ほ
ど
。 

ま
ず
花
の
谷
ゾ
ー
ン
に
行
き
ま
し
た
。 

「
普
通
は
同
種
の
花
を
群
生
に
植
え

て
あ
る
の
に
ね
ぇ
」
と
妹
と
話
し
て
い
る

と
手
入
れ
を
し
て
い
た
人
が
「
こ
こ
は
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
花
の
名
は
記
し
て
い
な
い
け

ど
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
頼
ん
で
は
」
と
話

し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

花
庭
に
お
い
し
い
、
お
出
迎
え
、
お
も

て
な
し
な
ど
名
を
付
け
た
庭
で
全
体
に

幅
の
狭
い
縦
に
色
の
違
う
川
の
流
れ
に

し
た
よ
う
な
印
象
の
花
庭
で
し
た
。 

日
本
一
長
い
竹
の
コ
ー
ス
タ
ー
や
、
日

本
一
高
い
ブ
ラ
ン
コ
は
長
い
行
列
で
整

理
番
号
を
出
し
て
お
り
午
後
か
ら
で
は

乗
れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

ブ
ラ
ン
コ
の
場
合
、
係
の
人
が
い
て
背

中
を
三
押
し
し
た
ら
終
わ
り
、
周
り
に
い

た
人
た
ち
と
思
わ
ず
顔
を
見
合
わ
せ
声

を
あ
げ
て
笑
い
こ
け
た
。 

バ
ル
ー
ン
に
乗
り
た
か
っ
た
が
そ
れ

も
早
々
と
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

芸
達
者
な
火
炎
の
大
道
芸
の
人
が
い

て
技
も
楽
し
め
た
が
、
話
術
で
人
を
笑
わ

せ
る
芸
人
で
な
け
れ
ば
人
を
集
め
る
こ

と
は
出
来
な
い
と
思
わ
せ
た
人
で
し
た
。 

「
山
口
花
博
」
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い

る
人
は
駐
車
場
の
広
さ
を
考
え
る
と
。
朝

早
め
に
行
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
弘
） 

すべての議案は、満場一致で採択されました 

北
九
州
地
区
労
連
第
３
０
回
定
期
大
会
は
、「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
動
し
や
す
い
国
」
を
め
ざ
し
て
、
１
０
０
年
以

上
に
わ
た
る
労
働
者
の
た
た
か
い
の
成
果
を
壊
し
、
歴
史
を
逆
戻
り
さ
せ
る
「
働
き
方
改
革
」
を
強
行
し
た
安
倍
政
権

に
対
す
る
怒
り
が
沸
き
起
こ
る
な
か
、
「
ス
ト
ッ
プ
安
倍
改
憲
！
憲
法
を
守
り
い
か
そ
う
！
」
「
８
時
間
働
い
て
普
通
に

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
！
」「
全
て
の
労
働
者
を
視
野
に
組
織
と
要
求
を
前
進
さ
せ
、
未
来
を
切
り
拓
こ
う
！
」
な
ど

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
、
２
０
１
８
年
９
月
１
６
日
（
日
）
１
０
時
か
ら
、
西
部
毎
日
会
館
に
、
代
議
員
５
１
人
、

委
任
１
２
人
、
傍
聴
者
８
人
、
来
賓
２
６
人
、
役
員
１
９
人
な
ど
１
０
４
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

北
九
州
地
区
労
連
第
３
０
回
定
期
大
会
で
た
た
か
う
方
針
を
決
定 
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安
全
・
安
心
の
学
校
給
食
を
守
る

た
め
の
要
求
署
名
を
取
り
組
ん
で
い

る
。
北
九
州
の
学
校
給
食
は
普
通
校

の
直
営
給
食
は
民
間
委
託
が
進
み
わ

ず
か
６
校
に
な
っ
た
。
民
間
委
託
校

で
は
、
離
職
率
が
高
く
、
衛
生
問
題

等
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
学
嘱
労
は
こ
れ
ま
で
民
間
委
託
を
中

断
し
直
営
校
を
残
す
こ
と
を
要
求
し
、
署

名
の
集
約
、
教
委
要
請
、
座
り
込
み
、
抗

議
行
動
や
街
頭
宣
伝
行
動
な
ど
に
延
べ

５
０
０
人
を
超
え
る
組
合
員
が
参
加
し

て
い
る
。
安
全
・
安
心
の
学
校
給
食
を
守

る
た
め
全
力
で
頑
張
る
決
意
を
固
め
て

い
る
。
署
名
の
集
約
に
ご
協
力
を
！ 

                           

                             

                             

                             

                             

 

７
年
間
働
い
て
い
た
契
約
社
員
が

突
然
雇
止
め
を
通
告
さ
れ
た
。
労
働

契
約
法
１
９
条
で
１
０
月
か
ら
無
期

雇
用
に
な
る
前
に
リ
ュ
ウ
マ
チ
で
仕

事
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
雇
止
め
。
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

雇
い
止
め
撤
回
に
向
け
全
力
を
挙
げ

る
。
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。 

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
安
川 

久
保 

忠
彦
代
議
員 

４
月
か
ら
英
語
授
業
が
２
年
前
倒

し
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
為
、
４
年

生
以
上
は
毎
日
６
時
間
び
っ
し
り

で
、
子
ど
も
た
ち
は
く
た
く
た
で
す
。

道
徳
も
強
化
さ
れ
、
教
科
書
を
使
っ

て
教
え
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
て
い

る
。
授
業
を
し
な
い
教
員
を
増
や
し

市
の
教
育
政
策
を
貫
徹
す
る
た
め
に

金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
、

逆
立
ち
市
政
だ
と
い
え
ま
す
。 

１
０
月
に
全
教
の
女
性
部
交
流
集

会
が
北
九
州
市
で
開
か
れ
る
。 

子
ど
も
と
教
育
、
北
九
州
市
の
先

生
方
の
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の

た
め
に
頑
張
る
。 北

九
州
教
職
員
組
合 

宮
地 

智
広
代
議
員 

地
域
医
療
改
悪
攻
撃
が
強
ま
っ
て

い
る
。
病
床
削
減
を
真
っ
先
に
押
し

つ
け
ら
れ
る
の
は
、
国
公
立
病
院
と

な
る
可
能
性
が
強
い
。
国
公
立
病
院

が
削
減
さ
れ
た
場
合
、
経
営
上
の
困

難
か
ら
廃
止
や
統
合
、
診
療
科
の
縮

小
が
考
え
ら
れ
る
。 

す
で
に
、
病
床
削
減
計
画
を
見
越

し
た
国
立
病
院
の
統
廃
合
計
画
が
持

ち
上
が
っ
た
り
、
民
間
に
壌
渡
す
病

院
も
出
て
い
る
。
医
療
産
別
の
一
員

と
し
て
全
て
の
労
働
者
・
国
民
に
権

利
と
し
て
の
社
会
保
障
が
実
現
で
き

る
よ
う
奮
闘
し
た
い
。 

福
建
労
北
九
州
支
部 

久
保 

勇
人
代
議
員 

私
は
、
福
建
労
で
働
く
ま
で
ア
ス

ベ
ス
ト
の
こ
と
を
何
も
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
福
建
労
の
活
動
の
中
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
は
人
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
有
害
な
物
質
だ
と
知
り
ま
し

た
。
署
名
運
動
の
中
で
、「
ま
だ
ア
ス

ベ
ス
ト
は
あ
る
の
か
？
」「
ア
ス
ベ
ス

ト
で
私
の
家
族
も
亡
く
な
っ
た
。」
な

ど
の
声
を
耳
に
し
た
。
全
国
で
た
た

か
わ
れ
て
い
る
裁
判
は
、
８
月
末
に

出
さ
れ
た
大
阪
高
裁
判
決
で
、
国
に

９
回
企
業
責
任
を
認
め
る
、
一
人
親

方
も
救
済
さ
れ
る
、
全
面
勝
訴
判
決

を
勝
ち
取
っ
た
。
全
て
の
被
害
者
を

救
済
す
る
た
め
に
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
取
り
組
み
は
と
て
も
重
要
だ
。 

年
金
者
組
合 

川
副 

通
夫
代
議
員 

年
金
者
組
合
は
「
年
金
引
き
下
げ

は
憲
法
違
反
だ
。」
と
全
国
で
裁
判
を

提
起
し
た
た
か
っ
て
い
る
。 

１
０
月
２
０
日
、「
年
金
改
善
、
安

倍
政
権
打
倒
、
野
党
共
闘
の
強
化
」

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
年
金

一
揆
集
会
を
取
り
組
む
。 

小
倉
北
区
米
町
公
園
で
の
集
会
、

小
倉
駅
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
、
南
口
デ

ッ
キ
ど
の
チ
ラ
シ
配
布
を
取
む
こ
と

に
し
て
い
る
。
多
く
の
方
の
参
加
を

お
願
い
し
た
い
。 

自
治
労
連
北
九
州 

土
井 

善
博
代
議
員 

健
和
会
労
働
組
合 

安
達 

靖
史
代
議
員 

沖
縄
県
知
事
選
挙
に
つ
い
て
発
言

す
る
。
今
年
の
名
護
市
長
選
挙
に
支

援
に
行
っ
た
。
２
日
し
か
い
け
ず
残

念
な
結
果
に
終
わ
っ
た
。
相
手
方
は
、

今
回
の
選
挙
と
同
様
辺
野
古
問
題
に

は
一
切
口
を
閉
ざ
し
、
期
日
前
投
票

と
企
業
の
締
め
付
け
を
強
化
し
て
い

た
。
沖
縄
の
基
地
問
題
は
日
本
全
体

の
問
題
だ
。
辺
野
古
に
新
し
い
基
地

が
出
来
れ
ば
、
今
後
２
０
０
年
も
基

地
は
あ
り
続
け
る
。
世
界
の
情
勢
と

も
逆
行
し
て
い
る
。
微
力
だ
が
、
沖

縄
県
知
事
選
挙
支
援
に
、
２
０
日
か

ら
４
日
間
行
っ
て
く
る
。
と
も
に
が

ん
ば
ろ
う
！ 

 

北
部
豪
雨
、
西
日
本
豪
雨
、
大
阪

地
震
、
北
海
道
地
震
と
災
害
が
続
い

て
い
る
。
市
職
労
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
派
遣
し
た
。
災
害
対
策
に
つ

い
て
北
九
州
市
に
要
求
書
を
提
出
。

安
全
対
策
を
求
め
て
い
る
。
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
は
未
だ
存
在
し
て
い
る
。

解
体
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
ア
ス

ベ
ス
ト
は
な
い
と
し
て
建
物
を
解
体

す
る
業
者
も
い
る
。
労
健
連
は
、
１

０
月
１
７
日
、
ア
ス
ベ
ス
ト
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
取
り
組
み
を
す
る
。
参
加
を
。 

北
九
市
職
労 

永
野 

忠
幸
代
議
員 

北
九
学
嘱
労 

出
口 

節
子
代
議
員 

１
４
種
類
の
署
名
へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

北
九
州
地
区
労
連
と
協
力
共
同
の
関

係
に
あ
る
国
民
救
援
会
か
ら
、
年
金
引

き
下
げ
反
対
署
名
、
生
存
権
裁
判
支
援

署
名
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
署
名
、

え
ん
罪
事
件
の
署
名
な
ど
１
４
種
類
の

署
名
へ
の
協
力
要
請
が
あ
り
、
大
会
会

場
後
ろ
に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
大
会

参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
最
高
３

１
筆
、
最
低
２
２
筆
の
署
名
が
集
約
さ

れ
ま
し
た
。
感
謝
！
感
謝
で
す
。 

 

署名コーナーは大盛況でした 
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翁
長
雄
志
沖
縄
県
知
事
の
急
逝
に
と
も
な
う
沖
縄
県
知
事
選
挙
が
、
９
月
１
３
日
告
示
、
３
０
日
投
票
で
た
た
か
わ

れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
沖
縄
県
名
護
市
・
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
の
強
行
を
許
さ
ず
、
基
地
負
担
の
軽
減
を
求
め
、

平
和
で
豊
か
な
島
の
実
現
を
願
う
沖
縄
県
民
の
未
来
を
か
け
た
た
た
か
い
で
す
。
同
時
に
、
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
明

記
し
て
戦
争
す
る
国
に
加
速
し
よ
う
と
し
て
い
る
安
倍
政
権
の
暴
走
、
立
憲
主
義
を
蹂
躙
し
て
や
ま
な
い
強
権
政
治
へ

の
審
判
の
意
味
を
も
つ
全
国
的
選
挙
で
す
。 

 
翁
長
知
事
は
、
当
選
直
後
に
「
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
ア
イ
デ
ィ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
、
「
基
地
は
沖
縄
経
済
の
最
大

の
阻
害
要
因
」
と
の
立
場
で
、
保
守

と
革
新
が
共
闘
す
る
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

の
力
で
、
「
普
天
間
基
地
の
即
時
閉

鎖
・
撤
去
、
県
内
移
設
断
念
、
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
中
止
」
の
建
白
書
の
実

現
を
め
ざ
す
、
と
熱
く
語
ら
れ
ま
し

た
。 知

事
就
任
後
も
、
中
央
政
府
の

様
々
な
妨
害
や
、
機
動
隊
な
ど
動
員

し
た
基
地
建
設
の
押
し
付
け
な
ど
を

は
ね
の
け
、
安
倍
政
権
と
真
正
面
か

ら
対
決
さ
れ
続
け
ま
し
た
。 

要
求
の
一
致
点
で
真
摯
に
共
闘
発

展
さ
せ
よ
う
す
る
そ
の
姿
勢
が
全
国

に
伝
わ
り
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
こ

そ
安
倍
政
権
と
対
決
す
る
道
と
の
共

感
が
高
ま
り
、
そ
の
後
の
国
政
選
挙

な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
そ
の
点
で
、
オ
ー
ル
沖
縄
の
た

た
か
い
は
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
た

た
か
い
で
す
。 

 

安
倍
政
権
は
、
辺
野
古
へ
の
土
砂

投
入
強
行
の
姿
勢
を
示
し
、
臨
時
国

会
で
の
９
条
改
憲
発
議
を
公
言
す
る

な
ど
、
戦
争
す
る
国
へ
の
暴
走
を
さ

ら
に
強
め
て
い
ま
す
。
そ
の
情
勢
下

で
の
沖
縄
県
知
事
選
挙
で
す
。
安
倍

政
権
の
憲
法
破
壊
、
民
意
・
地
方
自

治
蹂
躙
を
許
さ
な
い
、
そ
の
世
論
と

行
動
の
集
中
点
に
県
知
事
選
挙
を
位

置
付
け
て
た
た
か
い
ぬ
き
ま
し
ょ

う
。 

 

後
継
候
補
と
し
て
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

の
総
意
で
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
は
、

２
０
１
５
年
夏
の
戦
争
法
・
安
保
法

制
反
対
の
た
た
か
い
以
降
、
国
会
前

を
は
じ
め
と
す
る
た
た
か
い
に
繰
り

返
し
参
加
し
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

の
前
進
に
大
き
な
役
割
を
発
揮
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。「
戦
後
の
沖
縄
を
体

現
す
る
政
治
家
」
で
あ
り
、
固
い
信

念
を
も
っ
た
政
治
家
で
す
。 

 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
第
３
０
回

定
期
大
会
で
確
立
し
た
方
針
に
基
づ

き
、
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反
対

し
、
安
倍
暴
走
政
治
か
ら
の
転
換
を

目
指
す
」
た
め
、
こ
の
沖
縄
県
知
事

選
挙
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
組
織
・

単
組
で
意
思
統
一
を
図
り
、
あ
ら
ゆ

る
共
闘
を
広
げ
、
総
力
を
挙
げ
て
勝

利
に
向
け
て
奮
闘
し
ま
す
。 

大
会
で
選
出
さ
れ
た
２
０
１
８
年
度
新
役
員
体
制 

 

議
長 

 
 

 

永
冨 

雅
生 

 

北
九
州
市
職
員
労
働
組
合 

副
議
長 

 
 

安
達 

靖
史 

 

健
和
会
労
働
組
合 

 

〃 
 

 
 

大
島 

 

正 
 

全
教
北
九
州
市
教
組 

 

 

〃 
 

 
 

小
橋 

弘
子 

 

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
支
部 

 

〃 
 

 
 

新
屋
敷
浩
二 

 

福
建
労
北
九
州
支
部 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

仲
築
間
省
三 

 

全
日
本
年
金
者
組
合 

事
務
局
長 

 

堀
田 

和
夫 

 

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン 

事
務
局
次
長 

永
吉 

孝
一 

 

全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合 

 

〃 
 

 
 

細
川 

達
也 

 

健
和
会
労
働
組
合 

 
 

幹
事 

 
 

 

池
田 

征
治 

 

国
公
北
九
州
地
区
協
議
会  

 

〃 
 

 
 

今
泉 

礼
二 

 

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
門
司
小
倉 

 

〃 
 

 
 

坂
内 

洋
一 

 

北
九
州
市
職
員
労
働
組
合 

〃 
 

 
 

高
﨑 

恭
子 

 

北
九
州
市
学
嘱
労 

 

〃 
 

 
 

戸
田 

千
泉 

 

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン 

 

〃 
 

 
 

中
村 

忠
徳 

 

ポ
ポ
ロ
労
組 

 

〃 
 

 
 

中
山 

和
彦 

 

健
和
会
労
働
組
合 

 

〃 
 

 
 

藤
岡 

元
気 

 

Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
労
働
組
合 

〃 
 

 
 

安
藤 

昭
雄 

 

全
日
本
年
金
者
組
合 

 

〃 
 

 
 

石
迫 

 

直 
 

戸
畑
地
区
協
議
会 

 

〃 
 

 
 

西
村 

文
男 

 

八
幡
地
区
協
議
会 

 

〃 
 

 
 

早
田 

幸
二 

 

小
倉
地
区
協
議
会 

 
 

会
計
監
査 

 

小
田 

恭
司 

 

全
日
本
年
金
者
組
合 

〃 
 

 
 

菊
谷 

 

愛 
 

福
建
労
北
九
州
支
部 

全国の平和を願う仲間たちの期待を背負って頑張るデニーさん 

◆第３０回定期大会で集約された

沖縄県知事選勝利の募金１２，６

３８円と、北九州地区労連からの

支援募金１０，０００円合計２２，

６３８円を沖縄県労連に送りまし

た。 

◆西日本災害支援募金は、集約さ

れた２０，０１７円を倉敷市に送

金させていただきます。 

今
期
で
退
任
さ
れ
た
役

員
は
、
仙
道
幹
事
、
田
篭

幹
事
、
亀
田
幹
事
、
澤
山

幹
事
、
上
田
幹
事
の
５
人

で
す
。
長
い
間
の
活
動
本

当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 



                             

                            

                             

                             

                             

労働法コラム  第４５回  

  

 

 

       黒崎合同法律事務所 

      溝 口 史 子 弁護士 

 

「
独
身
で
健
康
だ
と
い
う
理
由
で
登

山
部
顧
問
に
さ
れ
た
。
登
山
経
験
も
な

い
の
に
大
会
審
査
員
に
任
命
さ
れ
、
今

週
末
は
山
中
・
車
中
泊
だ
。
」
他
県
の

公
立
学
校
教
職
員
の
友
人
女
性
の
言

葉
で
す
。 

部
活
動
は
、
学
校
教
育
の
範
疇
で
は

あ
る
も
の
の
、
教
育
課
程
外
の
自
主
活

動
（
課
外
活
動
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
内
容
や
人
員
配
置
等
に
つ
い

て
ル
ー
ル
は
な
く
、
各
学
校
の
裁
量
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
部
活

動
の
曖
昧
な
位
置
づ
け
が
、
「
ブ
ラ
ッ

ク
部
活
動
問
題
」
を
生
む
一
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

公
立
学
校
の
教
職
員
は
、
教
育
活
動

の
裁
量
の
大
き
さ
を
考
慮
し
、
教
職
調

整
額
（
給
料
月
額
の
４
％
）
が
支
給
さ

れ
、
時
間
外
勤
務
を
命
じ
ら
れ
な
い
代

わ
り
に
、
原
則
と
し
て
時
間
外
労
働
手

当
が
支
給
さ
れ
な
い
（
給
特
法
に
よ
る

労
働
基
準
法
３
７
条
の
適
用
除
外
）
扱

い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
そ
も
そ
も
公
立
学
校
教
職
員
に

は
、
残
業
代
ゼ
ロ
で
長
時
間
残
業
に
従

事
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
情
が
あ
り
ま

し
た
。 

加
え
て
、
教
職
員
は
、「
慣
習
」「
学

校
か
ら
の
お
願
い
」
「
生
徒
や
保
護
者

か
ら
の
期
待
」
を
背
景
に
、
課
外
活
動

で
あ
る
は
ず
の
部
活
動
の
顧
問
に
就

任
し
、
早
朝
・
夜
間
・
休
日
に
お
よ
ぶ

長
時
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
労
働
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
運
動
部
顧

問
に
あ
っ
て
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン
に
達

す
る
長
時
間
労
働
に
従
事
し
て
い
る

と
の
統
計
デ
ー
タ
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。 

休
日
の
部
活
動
指
導
が
１
日
４
時

間
以
上
に
及
ん
だ
場
合
、
文
科
省
が
定

め
る
日
額
３
６
０
０
円
の
部
活
動
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
放
課
後
は
対

象
で
は
な
い
上
、
労
働
基
準
法
と
比
較

し
て
低
水
準
な
の
は
明
ら
か
で
す
。
ま

た
、
前
述
し
た
部
活
動
の
曖
昧
な
位
置

づ
け
の
た
め
、
部
活
動
指
導
に
よ
り
教

職
員
に
生
じ
た
傷
病
が
必
ず
し
も
公

務
災
害
と
認
め
ら
れ
る
と
は
限
ら
な

い
の
も
問
題
で
す
。 

公
立
学
校
の
運
動
部
活
動
顧
問
の

う
ち
４
０
～
４
５
％
程
度
が
競
技
未

経
験
者
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
も
あ

る
。
素
人
に
よ
る
運
動
部
活
動
の
指
導

が
事
故
を
も
た
ら
し
か
ね
ず
、
危
険
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
事
案
に
よ
っ
て
は
、
教
職
員
は
顧

問
と
し
て
事
故
の
責
任
を
問
わ
れ
か

ね
ま
せ
ん
。 

 

平
成
２
９
年
４
月
、
学
校
教
育
法
施

行
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
部
活
動
指
導

員
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
同
制
度
で

は
、
部
活
動
指
導
員
は
、
部
活
動
の
顧

問
と
し
て
技
術
的
な
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
担
当
教
職
員
等
と
日
常
的
に

指
導
内
容
や
生
徒
の
様
子
、
事
故
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
う
等
の
連
携
を
十
分
に

図
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

指
導
員
の
雇
用
に
よ
り
、
教
職
員
の

負
担
が
一
定
程
度
軽
減
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
も
の
の
、
指
導
員
の
報

酬
が
低
額
で
あ
る
こ
と
、
資
格
要
件
が

明
確
で
な
い
こ
と
、
責
任
が
重
い
こ
と

（
い
じ
め
・
事
故
対
応
等
）
か
ら
、
現

時
点
で
は
、
指
導
者
と
し
て
適
格
性
が

あ
る
者
を
、
各
校
に
必
要
な
数
だ
け
配

置
で
き
る
状
況
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

２０１８年 ９月２５日 北九州地区労連ニュースＮＯ１４３（４） 

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
！
！ 

玉
城
デ
ニ
ー
さ
ん
沖
縄
知
事
選
必
勝
！

９
・
１
８
「
沖
縄
連
帯
」
小
倉
駅
大
宣
伝
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。 

  

 

ん
。 

 
教
職
員
の
時
間
外
手
当
に
関
す
る

制
度
の
見
直
し
も
含
め
、
早
急
な
改

善
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

辺野古基地建設反対９・１８小倉駅大宣伝
行動 

２
０
１
８
年
８
月
８
日
、
翁
長
知
事
が
す
い
臓
ガ
ン
の
た
め
に
ご
逝
去
さ

れ
、
沖
縄
の
情
勢
は
大
き
な
節
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
翁
長
知
事
の
意
思
を

引
き
継
ぐ
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
か
ら
県
知
事
を
再
度
当
選
さ
せ
る
こ
と
が
安
倍

政
権
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。 

 

安
倍
首
相
の
政
治
手
法
は
、
稚
拙
、
劣
悪
、
自
ら
に
従
順
な
「
オ
ト
モ
ダ

チ
」
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
優
遇
、
抵
抗
す
る
も
の
に
は
徹
底
し
て
圧
力
を
加

え
る
。
沖
縄
に
は
憲
法
も
民
主
主
義
も
適
用
さ
れ
な
い
か
の
よ
う
な
態
度
を

と
り
続
け
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
北
九
州
に
お
い
て
も
世
論
化
し
、「
沖
縄
の
問
題
は
日
本

問
題
」
と
の
認
識
を
広
め
る
た
め
に
、
９
月
１
８
日
（
火
）
に
３
０
０
人
規

模
の
沖
縄
連
帯
大
宣
伝
行
動
が
取
り
組
ま
れ
、
３
０
０
人
を
超
え
る
参
加
で

大
き
な
成
功
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

喜んで、部活動に参加できる体制を確立してほしい 

北九州地区労連傘下の組合員も沢山参加 


